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評価第三部会
○杉原 数美

（広島国際大教授・動物代謝）

○永田 清

（東北医科薬科大教授・動物代謝）

○腰岡 政二

（日本大教授・植物代謝）

○中山 真義

（農研機構領域長・植物代謝）

○小野 敦 《座長》

（岡山大教授・毒性）

○佐藤 洋

（岩手大教授・毒性）

○高木 篤也

（国衛研室長・毒性）

○美谷島 克宏 《座長代理》

（東京農業大教授・毒性）

○納屋 聖人 《座長代理》

（元産総研主任研究員・生殖）

○八田 稔久

（金沢医科大教授・生殖）

○藤井 咲子

（化合物安全性研主任研究員・生殖）

○太田 敏博

（東京薬科大名誉教授・遺伝毒性）

○安井 学

（国衛研室長・遺伝毒性）

評価第一部会
○篠原 厚子

（清泉女子大教授・動物代謝）

○平塚 明 《座長代理》

（東京薬科大教授・動物代謝）

○清家 伸康

（農研機構ユニット長・植物代謝）

○赤池 昭紀

（和歌山県立医科大客員教授・毒性）

○浅野 哲 《座長》

（国際医療福祉大教授・毒性）

○豊田 武士

（国衛研室長・毒性）

○藤本 成明

（広島大准教授・毒性）

○中塚 敏夫

（名産研中部TLOアドバイザー・生殖）

○福井 義浩

（名古屋学芸大教授・生殖）

○堀本 政夫 《座長代理》

（千葉科学大教授・生殖）

○石井 雄二

（国衛研室長・ 遺伝毒性）

○森田 健

（製品評価技術基盤機構

上席技術専門官・遺伝毒性）

農薬専門調査会体制（平成３０年４月農薬専門調査会決定）

幹事会
農薬専門調査会座長及び座長代理、各部会座長、農薬専門調査会座長が指名した者

評価第二部会
○小澤 正吾

（岩手医科大教授・動物代謝）

○中島 美紀

（金沢大教授・動物代謝）

○本多 一郎

（前橋工科大教授・植物代謝）

○渡邉 栄喜

（農研機構上級研究員・植物代謝）

○久野 壽也

（豊川市民病院部長・毒性）

○平林 容子 《座長代理》

（国衛研研究ｾﾝﾀｰ長・毒性）

○松本 清司 《座長》

（信州大特任教授・毒性）

○山手 丈至

（大阪府立大教授・毒性）

○義澤 克彦 《座長代理》

（武庫川女子大教授・毒性）

○桒形 麻樹子

（国衛研室長・生殖）

○山本 雅子

（麻布大名誉教授・生殖）

○増村 健一

（国衛研室長・遺伝毒性）

○若栗 忍
（秦野研研究員・遺伝毒性）

評価第四部会
○加藤 美紀

（名城大准教授・動物代謝）

○玉井 郁巳

（金沢大教授・動物代謝）

○乾 秀之

（神戸大准教授・植物代謝）

○與語 靖洋 《座長代理》

（植調研技術顧問・植物代謝）

○川口 博明

（鹿児島大准教授・毒性）

○髙橋 祐次

（国衛研室長・毒性）

○長野 嘉介 《座長代理》

（長野毒性病理ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ代表・毒性）

○西川 秋佳

（国衛研客員研究員・毒性）

○代田 眞理子

（東京農工大学客員教授・生殖）

○中島 裕司

（大阪市立大教授・生殖）

○根岸 友惠

（日本薬科大非常勤講師・遺伝毒性）

○本間 正充 《座長》

（国衛研部長・遺伝毒性）

審議結果を幹事会に報告

幹事会
西川 秋佳 《座長》
納屋 聖人 《座長代理》
赤池 昭紀
浅野 哲
小野 敦

※三枝 順三
代田 眞理子
清家 伸康
中島 美紀

永田 清
長野 嘉介

※ 林 真
本間 正充
松本 清司
森田 健
與語 靖洋

※：専門参考人
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ピリフルキナゾン（第５版）

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 追加資料

・適用拡大 キナゾリン

環を有する。 

害虫の摂食行動を

制御する神経系又

は内分泌系へ作用

することにより殺

虫効果を示す。

殺虫剤

・農薬抄録

・作物残留試験（てんさい、カリフラワ

ー等）

・遺伝毒性試験（マウスリンパ腫細胞を

用いた遺伝子突然変異試験及びラッ

トを用いた in vivo UDS 試験）

・海外評価書（米国）

【試験成績の概要】 

１． ラットを用いた動物体内運命試験の結果、経口投与後 72 時間の吸収率は、少な

くとも 63.1%と算出された。主に糞中に排泄された。主要代謝物は、尿中では P
及び Q のグルクロン酸抱合体並びに U、糞中では W の抱合体及び C であった。 

２． 植物体内運命試験の結果、農作物中残留放射能の主要成分はピリフルキナゾンで

あった。レタスではピリフルキナゾンの減衰に伴い、ピリフルキナゾンの N-脱ア

セチル化体である代謝物 B が増加し、結球で最大 81.6%TRR 検出された。

３． 各種毒性試験結果から、ピリフルキナゾン投与による影響は、主に精巣（間細胞

過形成等）、肝臓（肝細胞肥大等）及び血液（貧血）に認められた。神経毒性及

び生体において問題となる遺伝毒性は認められなかった。

４． 発がん性試験において、ラット及びマウスで精巣間細胞腫が認められ、その発生

機序は本剤が有する抗アンドロゲン作用を介した二次的な影響によると考えら

れた。

５． 繁殖試験及び発生毒性試験において、ラットの児動物及び胎児に乳頭遺残、尿道

下裂又は肛門生殖突起距離短縮が認められ、これらの所見は本剤の持つ抗アンド

ロゲン作用によるものと考えられた。
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